
 

  

 

 

 

 秋の時候の言葉には、実りを表す言葉や、豊かな自然を表す美しい言葉が大変多くありま

す。今年も、夏の猛暑、9 月に入ってからの長雨、豪雨と人の力では抗えないこともありま

したが、時候の言葉通りの豊かな実りの季節をむかえることができました。ひとりひとりの

心の中にも「豊かな実り」が出来ますよう、温かな気持ちで、寄り添って行きましょう。 

県連では、会員生協や関係団体等の大震災からの復旧・復興に向けたとりくみについて、 

お知らせしていくために、「東日本大震災復旧・復興ニュース」を発行しています。現在、 

会員生協の状況について、集約中です。会員生協の皆様からも、情報提供いただけますよう 

お願いします。 

 

●みやぎ生協 

福島を視察しました 
9/2（水）福島を視察し今後の支援について考える学習会が開かれ、みやぎ生協エリアリー

ダーなど 60 人が参加しました。                              

産直センターふくしまの職員、生産者から放射能での被害、東電や政府の賠償問題について

のお話しを聞いたあと、コープふくしまの理事の案内で川俣町、飯館村、南相馬市をバス車

内から視察。帰還困難区域では家や店の入り口にバリケードが張られ、雑草が生い茂ってい

ました。小高駅周辺ではバスから降りて、時が止まったままの町並みを視察。福島がこの 4

年間戦っている問題を目の当たりにした現状や感想を、今後様々な場面で伝え、支援につな

げていきます。 
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みやぎ生協が加盟している「コープ東北サンネット事業連合」では、

福島第一原子力発電所の事故に伴う風評被害の払拭と生産者の応援

を目的に、共同購入で福島県産の農産品「がんばろう！農産品応援

ボックス」や「果物応援ボックス」をご案内し、4年半で 3億円以上

の供給がありました。利用したメンバーからは、

「買うことで応援します」「風評被害に負けずにおいしい果物を届けてく

ださい」という声が 1500 件以上届けられ、生産者からは「作り続けます。

応援してください」との声が寄せられています。 

 

   

 「嵐ライブ」で展示販売しました 

 宮城県が復興支援テーマで誘致した嵐コンサートにおいて、みやぎ生協として「復興支援商品の

出展はできないか」ということが、7月に開催された「県知事懇談会」で話題になり、宮城県及び

イベント会社の協力を得て、出展することとなりました。 

9月20・22・23日にひとめぼれスタジアムで行われた「嵐」のライブ会場で、「食の復興ネット

ワーク」から「希望の菜の花はちみつ」「復興亘理そば乾麺」、復興支援手作り商品「ミサンガ」

「さんまのペンシルケース」などをNPO法人応援のしっぽさんとともに展示販売しました。 

ブースに立ち寄ったひとりひとりのお客様に、商品の特徴や出店趣旨を説明し買っていただきま

した。「今日来れなかった友人にお土産にします」「復興応援がんばってください」と温かい声を

かけていただきました。応援のしっぽさんの出店売上はこれまで5万円/日が最高で、手作り団体の

メンバーに桁の違う売上を報告すると、いままでの声とぜんぜん違う元気な声が返ってきたそうで

す。手作り商品にかかわっている方々への励みになり、大変喜んでいただけました。 

 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新手作り商品カタログでは、Vol.4 からオーダーメイドの受け付けを開

始しています。コープこうべ第 3 地区のサークル「震災を考える会」の皆

さんから第 1 号のご注文を受け、石巻市の手作り団体「アトリエうっ布 2

（うっふっふ）」の皆さんが、現在、エプロンを制作しています。オーダー

メイドの取り組みは、「震災を考える会」の皆さんからの提案がきっかけと

なって実現したもの。エプロンが完成したら、身に着けて、さらに様々な

イベントで支援活動を継続くださる予定とのことです。「震災を考える会」

の皆さん、ありがとうございます。 

Vol.121  2015 年 10 月 2 日（金） 
発行：みやぎ生協ボランティアセンター 
お問合せ：仙台市泉区八乙女 4-2-2 みやぎ生協生活文化部 

（月～金 9:30～18:00、土日祝日休み） 
TEL.022-218-3880 FAX.022-218-3663 

E-mail：sn.mfukushinet@todock.jp 
http://www.miyagi.coop/support/shien/volunteer/ 

ボランティア活動予定の一覧は、ホームページに掲載していますのでご覧ください。 
（みやぎ生協ホームページ→くらしのサポート→東日本大震災からの復旧・復興をめざして→ボランティアセンター） 

みやぎ生協ボラセンニュース、次回の発行は 11月 1 日の予定です。 

◆広島お好み焼き隊来訪！ 

 

 仮設住宅から転居された後、「引っ越し先でお茶

会の機会がなく淋しい」と元の仮設住宅でのふれあ

い喫茶に参加される方が増えています。「近所付き

合いが少なく、家にこもりっきりでストレスが溜ま

り体調不良だ」という方は、ふれあい喫茶でおしゃ 

 

◆太子堂店で初めてのふれあい喫茶を開催 

 9 月 15 日、仙台市のあすと長町仮設住宅サポーターが、太子堂店で初め

てのふれあい喫茶を開催。仮設住宅や復興公営住宅から「楽しみにしてい

た」とわざわざバスで来訪された方や、復興公営住宅で同じフロアの方と

知り合いになれたと喜ばれる方もいて、コミュニティづくりの場となりま

した。今後は、あすと長町仮設住宅での活動も継続しながら、太子堂店で

のふれあい喫茶を「ふらっとカフェ」の名称で定期的に開催していきます。 

 

◆被災地訪問で、仙南地域を訪ねました 

 

べりし「リラックスできた」と笑顔で帰られました。

仮設住宅の方からも「もうこのお茶会しかないから

１ヶ月が待ち遠しいわ」との声が寄せられるなど、

待たれる活動になっています。今後も、気軽にお茶

飲み話ができる場づくりを続けていきます。 

  

 

◆福島の現状を知ることができました 

 9 月 2 日、地域代表理事とエリアリーダー、職員計 60 名が、バス 2

台で福島を訪問。「産直センターふくしま」で、美味しい果物を届けるた

めの取り組みや、福島第一原発事故後の闘いなどについてお話を伺った

ほか、コープふくしまの皆さんに案内いただき、沿岸部を視察しました。 

 参加者からは「福島の現状をポスターなどで伝え、正しく理解しても

らいたい」などの声が寄せられました。今後、福島の現状を、こ～ぷの

つどいなど様々な場面で伝え、支援につなげていきます。 

 9 月 7 日、虹の丘店・桜ヶ丘店・国見ケ丘店・高森店エリア合同で被

災地訪問企画を実施し、名取市・岩沼市・亘理町・山元町を 50 人が訪

問しました。「行政ごとで状況が違うことがわかった」「高い防潮堤は海

が見えなくて、かえって怖い感じがした」「復興がすすんでいないことが

わかった」などの声が寄せられ、被災地の現状を学ぶことができました。 

 9 月 28 日は石巻市大橋と向陽町の仮設住宅、29 日は気仙沼市

の鹿折中仮設住宅とメンバー集会室ぽけっとに、生協ひろしまお好

み焼き隊の皆さんが来訪されました。見事な手際に「口開けたまま

見とれちゃうね」との声も寄せられたほか、作り方や材料を教えて

もらったり、お礼のメッセージボードをお渡しするなどの交流も行

われました。生協ひろしまの皆さん、ありがとうございました。 
 

◆手作り商品カタログでのオーダーメイド第 1 号！ 

http://www.miyagi.coop/support/shien/volunteer/


 

 

●松島医療生協 

  松島海岸診療所に戻って2回目の健康まつりが開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●みやぎ県南医療生協 

  健康まつりが開催されます 

震災後、山元町へ支援活動を行っており、神戸医療生協も継続的に支援にかけつけており

ます。毎年、健康まつりには被災者の皆さんの手作り品の販売、踊りの披露、神戸のたこ焼き

販売などで参加頂いております。 

 

 

 


